
 

 

 

 

 

 

  

 
        

 ミラノ日本人学校に赴任して２年目を迎えています。今年のミラノは、サハラ砂漠からの熱い空気を伴った熱波

に襲われ、とても暑い日が続いています。しかし、ミラノでは、どんなに暑くてもバスや地下鉄で冷房がついていない

車両があったり、お店に入ってもほとんど冷房が効いていなかったりするところもよくあります。これは環境のためや節

電のためということもありますが、イタリア人は「冷たい風に当たると風邪を引く」「冷房の風は体に悪い」と考えてい

る方が多く、あまり冷房を好まないようです。 

 そんな夏のミラノでスーパーに行くと、日本の夏と同じようにスイカやメロンが売って

あります。また、なすやきゅうり、イタリア料理に欠かせないトマトなどの夏野菜も売っ

てあります。ちなみにオクラは“Okra”として売ってありました。イタリアのスーパーでは、

ほとんどの野菜が量り売りなので、自分で好きな分だけ選んで買うことができます。 

 

 

 

 

 

 

      

 ミラノ日本人学校では、日本の学校と同じ学習に加えて、イタリア語の授業が週に１回、どの学年でも行われ

ています。ミラノっ子たちは、月から金まで学校で次のような１日を過ごしています。 
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ミラノ日本人学校の一日 

７：５０  開門 

小学部の児童は、保護者同伴で登校します。 

中学部の生徒は、自分で登校します。 

８：０５  ミニスポーツ 

朝から元気に運動して心も体もスッキリ！ 

８：２０  朝の活動 

朝の読書や計算練習、朝の会をします。 

８：４５  １校時 

９：４０  ２校時 

小学部は４５分、中学部は５０分授業です。 

１０：２５ 中間休み 

１０：４５ ３校時 

１１：４０ ４校時 

１２：２５ 昼食 

おいしいお弁当を教室で食べます。 

月に１回縦割り班で昼食を食べる

「プランツォの日」もあります。 

１２：５０ 昼休み 

中庭、緑地、体育館などで遊びます。 

図書館で本も読めます。 

１３：２５ 掃除の時間 

みんなで、教室や特別教室の掃除

をします。 

１３：４５ ５校時 

１４：４０ ６校時 

１５：３５ 帰りの活動 

帰りの会や帰りの支度をします。 

１６：００ 下校 

放課後は学校開放で遊んだり英

語講座を受講したりしています。 

イタリアの夏 
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自然体験学習 

 今回は、ミラノ日本人学校の特色ある学校行事のひとつ、自然体験学習についてお伝えします。 

 ミラノ日本人学校では、毎年７月に、小学部５年生から中学部３年生までがアルプスへ２泊３日の自然体

験学習へ出かけます。今年はアオスタというアルプスの麓の街を中心に、トレッキングをしたりチーズ工場の見学や

ラフティングをしたりするなど、学校ではできない活動を通して、様々なことを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ミニイタリア語講座 

    primavera（プリマヴェーラ）  春         estate (エスターテ)     夏 

    autunno (アウトゥンノ)     秋         inverno (インヴェルノ)   冬   
  

 日本と同様に四季のあるミラノでは、季節によって表情を変え、四季折々の花も咲きます。 

 また、冬にはわずかですが雪が降ることもあります。 

 

マッターホルンの 

麓までトレッキング。 


